
















































































































































































































































































（1）活　力　型 （2）専制者退随型 （3）官　僚　型 （4－1）
専制者不在沈滞型
質問1
5－2 ②　　正 ①　正正 正正①，②正 ②　　正
5－3 ②　　正 ②　正 ①　正正 ①　正正
質問II
1－1－2 正⑤，④正正 正正④，③正 2 1
2－5 5，4正正 5，④正正 正③，②正 正②，①正
3－9 5，④正 5，④正 正正③，②正 正②，1
4－1 正⑤，④正正 正⑤，④正正 正③，2 2，①正
4－6 5．4 5．4 正③，②正正 正正②，①正
5－6 5，④正 5，④正 正正③，②正 正②，1
10－2－1 5，④正正 5，④正 正③②正 正②，①正
10－2－2 5，④正正 5，④正正 正③，②正 正②，1
11 正⑳，⑳正 16，⑰正 正⑥，⑦正 ②　正


















































































1 2 3 4－1 4－2
数　　　　　　　　　類　　　型 活力ある 専制者に 官僚的 澱んでいる 専制的に 大きな数字の意味
企業文化 追随しっっ 企業文化 企業文化 追随しつっ
要　　　素 活力ある 澱んでいる
企業文化 企業文化
会　社　数 34社 7社 32社 8社 7社
回答者数 157 20 161 25 28
0－1　年令など
（6）　1－7 売上高 53＊ 42＊ 49 45＊ 46＊ 大
（8）　1－9 平均年令 46＊ 37皐 53＊ 51 30＊ 大
（9）　2－1 新製品の割合 53＊ 54 46傘 46＊ 52 大
0－2　組 織
（13）　4－2 集権的か 52＊ 41＊ 50 46＊ 47 分権的
（14）　4－3 分業的か 47＊ 45＊ 51 54＊ 51 仕事の範囲大
（15）　4－4 規則は多いか 48家 52 47＊ 56零 55＊ 少ない
（19）　6－1 プロジェクトチーム利用 48＊ 47 48ホ 60＊ 53 少ない
（20）　6－2 小集団活動は 45ホ 59ホ 52ホ 54 49 少ない
0－3　人 事
（25）11－2 給与の個人差 48＊ 42＊ 52＊ 52 51 小さい
（26）11－3 業績と能力と給与に 48＊ 45皐 51 53 51 年功的
（27）11－4 昇進は年功的か 53＊ 53 48＊ 42＊ 45＊ 実力主義
（28）11－5 敗者復活は困難 51 55＊ 47＊ 49 47 容易
0－4 トップの意思決定
（16）　5－1 分析的か直観的か 45＊ 53 50 56孝 56＊ 直観的
（17）　5－2 専制的か参加的か 55率 37象 48ホ 48 45ホ 参加的
（18）　5－3 保守的か革新的か 53串 60ホ 47＊ 41ホ 47 革新的
0－5　部門文化
（31）12－2 企業文化は部門よって異なる 49 59率 47ホ 55牟 47 異なる
（32）12－3 統一文化が存在する 47＊ 43＊ 52＊ 47 65＊ 存在する
①
1 2 3 4－1 4－2 大きな数字の意味
1－1　共通の価値
（34）　1－1－2 リスクを冒しても新しいことをやる 49 49 49 51 50 新しいことをやる
（63）　4－1 冒険はしない，失敗をおそれる 55ホ 58＊ 47＊ 38象 40串 失敗を恐れない
（35）　1－1－3 上の命令を遂行することの方が大切 52ホ 43＊ 47＊ 52 52 むしろ自分で考える
（36）　1－1－4 短期的に日常の仕事を能率的に遂行する 52＊ 41＊ 49 48 48 むしろ長期的に考える
1－2 理念の受けとり方
（39）　1－2－1 理念，社是，社訓をよく知っている 53＊ 54 47＊ 43寧 46 知る
（40）　1－2－2 方針，長期的方向を知っている 54串 54 48ネ 38宰 47 知る
（42）　1－2－4 年度ごとの計画・目標を知っている 52＊ 54 48＊ 41＊ 48 知る
（45）　1－2－7 理念は時代の流れに合っている 53＊ 54 48＊ 39ホ 45＊ 合っている
I
I 情報収集とコミュニケーション
（48）　2－3 上は下によく情報を流す 55＊ 59＊ 48＊ 37ホ 37＊ 流す
（50）　2－5 左右のコミュニケーションが多い 53＊ 62＊ 47率 36串 46 多い
（51）　2－6 充分に情報を集めて決定 51 57＊ 51 40＊ 43ホ 集める
（46）　2－1 外部からの情報を多く集める 53＊ 56＊ 47＊ 44＊ 45＊ 集める
（52）　2－7 直観，実験を重視 51 59＊ 45ホ 49 51 直観重視
III アイデアと行動の自発性
（35）　1－1－3 上の命令を遂行することの方が大切 52＊ 43宰 47ホ 52 52 むしろ自分で考える
（36）　1－1－4 短期的に日常の仕事を能率的に遂行する 52＊ 41＊ 49 48 48 むしろ長期的
（56）　3－3 上役への対立意見を遠慮 53＊ 59ホ 48＊ 39＊ 42＊ 遠慮しない
（57）　3－4 仲間への対立意見をださない 55＊ 54 46＊ 43ホ 40率 多く出す
（62）　3－9 新機会へのレスポンス 54串 60＊ 46＊ 38寧 46ホ レスポンス早い
IV　　　リスクの評価
（64）　4－2 努力をすれば失敗を気にしない 51 52 50 43＊ 45串 気にしない
（65）　4－3 減点主義でない 53＊ 50 48＊ 47 42＊ ない







1 2 3 4－1 4－2 大きな数字の意味
V 上下の距離と協力
（74）　5－5 上司に相談しやすい雰囲気がない 55＊ 42＊ 49 40＊ 49 積極的にのべる
（75）　5－6 各部門は協力的である 55＊ 53 47＊ 31＊ 45傘 協力的
（77）　5－8 上役が命令するのが当然，意見は言わない 54＊ 43＊ 48＊ 43＊ 44＊ 命令は当然でなく，意見を言う
VI 組織に対する忠誠心
（79）　6－1 終身雇用で働く 52＊ 51 49 43＊ 48 働く
（80）　6－2 有利な機会があれば他社へ動きたい 52＊ 55ホ 50 38＊ 46＊ 動かない
（95）　9－6 課からの退職者は他に比べ多い 52＊ 41＊ 50 38率 49 少ない
VI1　　統 制
（49＞　2－4 上に自分のミスを報告 54傘 58＊ 46皐 43＊ 41＊ ミスを報告する
（87）　8－1 仕事の結果はよくわからない 54＊ 51 48ホ 44ホ 39＊ 仕事の結果がわかる
Vlli　　動機づけ
（91）　9－2 課の改善はたえず行われている 54＊ 59寧 49 35ホ 41＊ いる
（96）　9－7 自分達の課は仕事にもえている 53ホ 58＊ 49 38象 43＊ いる
（99）10－2－1 会社は沈滞している 54＊ 53 49 35＊ 46＊ 沈滞していない
IX　　　業績
（a）
成長率 10．4％ 19．7％ 7．1％ 3．2％ 5．6％
（b）
総資本利益率 7．4 9．4 5．8 3．0 5．2
（c） 自己資本比率×1／4 10．0 11．2 7．0 6．3 6．6









































































































































































































































向 一印 躰一一 騨一　　　一一 一工904
Q377 胃暉P騨一卿一一一一一一一一 一一一一一一一 一 一
2622 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一 一尊の 庸　　　一 一 ●■．o・一■．「P．噛
@　　　　　　　　　　　　　　　．r曽一一 一一の
鱒　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　陶 ．． 7 ，，
一 一一
2107





























2915 一一　　　一 一 脚
1013
?R65
一一一一胃一一 一一一一一一　，　　　零　　　　一 一　　　雪一一一　一胃一 一一


























一一一一一一 r一一 一ロー　一 一＿一一一9－一胃一一一一 一一一一一　　　一






暉＿一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 一一 o 一
” 一







0976 鱒脚 一 一　　　　　　　　　　　　　　酔 韓帥一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一骨





一の一餉一一畠一一一一髄一一 胃藺0一 一一一一　一一一 一 卿
一 一 一 噂一
一一凹一薗 一一層P胃一一一 ”一，一 一一一一一一” 一一一一一　　　　一
2578 匿， 一一一一一層 一 一一一一一一 一 一
19？8 即騨一 一一　一一騨卿一一一 幽 一一一一一一一一胃讐一一一一 一一一一一 ，．，・
｝一一 一一一一一騨r一零 凹 9－一一一一”一一幽一一一一 一一一一　隅一瞳一一 一一需＿一帰一一一，．
曽伽一一一冒一一一一塑一一一一 層一一一一一一一一一一一一 一一一一一 一






























































































































































































回　　　答　　　人　　　数 65人 11人 57人
0－3　人　　　事
（25）11－2　　給与の個人差 51 52 51 小さい
（26）11－3　　業績と能力を給与に 50 55 49 年功的
（27）11－4　　昇進は年功的か 49 48 48 実力主義
（28）11－5　　敗者復活は困難 48 51 49 容易
0－5　部門文化
（31）12－2　　企業文化は部門によって異なる 48 50 51 異なる
（32）12－3　　統一文化が存在する 50 47 50 存在する
卜1　共通の価値
（34）1－1－2リスクを冒しても新しいことをやる 50 51 51 新しいことをやる
（63）4－1　　冒険はしない失敗をおそれる 51 53 49 失敗を恐れない
（35）1－1－3上の命令を遂行することの方が大切 50 46 51 むしろ自分で考える
（36）1－1－4短期的に日常の仕事を能率的に遂行する 49 52 51 むしろ長期的に考える
1－2　理念の受けとり方
（39）1－2－1理念，社是，社訓をよく知っている 51 54 48 知る
（40）1－2－2方針，長期的方向を知っている 50 53 47＊ 知る
（42）1－2－4年度ごとの計画目標を知っている 49 53 48 知る
（45）1－2－7理念は時代の流れに合っている 51 51 47零 合っている
II　　情報収集とコミュニケーション
（46）2－1　外部からの情報を多く集める 51 49 50 集める
（48）2－3　　上は下によく情報を流す 49 49 46零 流す
（50）2－5　　左右のコミュニケーションが多い 50 52 47準 多い
（51）2－6　　充分に情報を集めて決定 49 51 45＊ 集める
（52）2－7　　直観・実験を重視 48 51 55＊ 直観重視
III　　アイデアと行動の自発性
（35）1－1－3上の命令を遂行することの方が大切 50 46 51 むしろ自分で考える
（36）1－1－4短期的に日常の仕事を能率的に遂行する 50 48 51 遠慮しない
（57）3－4　　仲間の対立意見をださない 49 42 50 多く出す
（62）3－9　　新機会へのレスポンス 50 53 47＊ レスポンス早い
IV　　リスクの評価
（64）4－2　　努力をすれば失敗を気にしない 51 47 48 気にしない
（65）4－3　　減点主義でない 50 51 48 ない
（66）4－4　　最悪の場合を考えない 50 50 49 考える
V　　上下の距離と協力
（74）5－5　　上司に相談しやすい雰囲気がない 49 49 50 積極的にのべる
（75）5－6　　各部門は協力的である 52 55 46ホ 協力的




（79）6－1　　終身雇用で働く 47 54 48 働く
（80）6－2　有利な機会があれば他社へ動きたい 48 55 48 動かない
（95）9－6　　課からの退職者は他に比べ多い 50 48 50 少ない
Vll　　統　　　制
（49）2－4　　上に自分のミスを報告 48 49 49 ミスを報告する
（87）8－1　　仕事の結果はよくわからない 51 52 50 仕事の結果がわかる
Vli1　　動機づけ
（91）9－2　　課の改善はたえず行われている 48 49 49 いる
（96）9－7　　自分たちの課は仕事にもえている 50 52 49 いる































































































































































































































































































































































） 目 標 経営理念が明らか 戦略目標が明らかでそれを知って
いる
2
） 情 報 外向的情報をよく集める インフォーマルなコミュニケーシ
ヨンのネットワークをもつ
3
） アイデア 対立意見を出す 自由な発想を多く出す
自由な発想を尊重する空気がある
4
） 評 価 リスク．冒す 不確実性にたえる。信念をもつ
5
） 協 力 上下の距離は小さいと考える。 自己主張をする
相互に協力する
6
） 組織に対する忠誠心 終身雇用で働く 仕事に対する忠誠心
7
） 活 動 仕事にもえている 執念をもって研究テーマを追求す
る
研究開発についての実態調査の概要
1
　
2
　
3
4
5
ハ
0
調査の設計と分析
　学習院大学教授　　　　　河野豊弘
　学習院大学助教授　　　　内野　崇
調査の実施協力
　日本生産性本部経営開発部（大渕　統）
発送時期　　　1988年1月
発送数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　487研究所
回答数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　154研究所
回答の業種区分（1企業で2研究所以上の場合もある）
　1。鉱業・建設業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　2．食品・水産業　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
　3．繊維・パルプ・製紙業　　　　　　　　　　　　　　9
　4，化学・薬品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
　5．石油・ゴム・硝子・土石　　　　　　　　　　　　　　9
　6．鉄鋼・非鉄金属　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
　7．機械　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
　8．電気機器・精密機器　　　　　　　　　　　　　　　31
　9．輸送用機器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
　10．運輸・通信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　11．電気・ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　12．研究会社・その他　　　　　　　　　　　　　　　22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　154
企業文化の類型化
17
企業文化の郵送質問紙法による調査の概要
1．
9
臼
　
り
0
4
5
6
調査の立案と分析
　学習院大学教授　　　　　河野豊弘
　学習院大学助教授　　　　内野　崇
　学習院大学博士後期課程　飲田史彦
調査協力
　日本生産性本部経営開発部（大淵　統）
発送時期　　　1987年11月
発送数
回収数
回収の業種別内訳
　1．鉱業・建設業
　2．食品・水産業
　3．繊維・パルプ・製紙業
　4．化学・薬品
　5．石油・ゴム・硝子・土石
　6．鉄鋼・非鉄金属
　7．機械
　8．電機器・精密機械
　9．輸送用機器
　10．金融・保険業
　11．商業・サービス・不動産・通信・倉庫・陸海運
　12．その他
　　　101社
および25社
合計126社（908枚）
　　　88社（391枚）
　　　　　（1社平均4．4人）
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
社
7
4
4
3
8
4
6
3
4
5
7
3
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
9
白
（36人）
（30人）
（10人）
（67人）
（34人）
（14人）
（27人）
（88人）
（19人）
（31人）
（23人）
（12人）
合計88社（391人）
18
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